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１．はじめに
北アナトリア断層はトルコ北部を１（）（）Ｏｋｍ以上にわたって東西に走る右横ずれ型のプレ
ート境界断層で，カリフォルニアのサンアンドレアス断層とならんで，地球上で最も顕

著な陸上活断層の一つである．今世紀の半ば，１９３９年から１９６７年にかけて，北アナトリ
ア断層では震源の系統的な西への移動を伴うマグニチュード７クラスの大地震が相次い
で発生した（図１）．この一連の地震は，１９３９年の地震を皮切りに破壊が逐次西へ波及
したものと考えられ，長大な断層帯の破壊過程を示す典型的な例とされている．
このような大地震が過去にどのように発生してきたかを解明することは，北アナトリ
ア断層から将来発生する地震の時期と規模を予測するうえで基本的に重要なことである．
また，長大な断層は通常いくっかの区間（セグメント）に分かれて地震を発生させるが，
セグメントが繰り返し発生する地震の度に一定であるか否か，セグメントごとの地震再
来周期にどのような差があるか，といったセグメンテーションの問題について過去の地
震の発生様式から検討するためにも北アナトリア断層は非常に重要なフィールドのひと
つである．
ところが，これまで北アナトリア断層で行われてきた研究では，地球物理学・測地学
の立場からの現在または数十年以下のごく近い過去に関するものと，構造地質学の立場
からの過去数百万年の間の累積変位量の議論が主流をなしてきた．半面，過去数百年～
数千年の間にいつ，どこで大地震が発生したかを明かにする古地震の研究はあまり活発
ではなかった．このため，将来の地震の予測に直接役立つ最近の地震時系列や単位変位
量・平均変速度などのパラメーターはほとんど未知のままであった．
歴史時代の地震に関しては，ＡＭＢＲＡＳＥＹＳ（１９７０；１９７１），ＡＭＢＩＩＡＳＥＹＳａｎｄＦｓＫＥＬ（１９９１）
などの研究から，ローマ時代以降の個別の地震や地震活動が活発な時期が特定されつつ
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図 １ 北 ア ナ ト リ ア 断 層 か ら 今 世 紀 に 発 生 し た 大 地 震 と ト レ ン チ 発 掘 調 査 地 点 ． 断 層 線 の 異 な っ
た 模 様 は そ れ ぞ れ の 地 震 に 対 応 す る ．
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図 ２ エ ル ジ ン ジ ャ ン 盆 地 の 北 ア ナ ト リ ア 断 層 （ 実 線 ） と ト レ ン チ 発 掘 調 査 地 点 ． １ ９ ３ ９ 年 の 地

震では図中Ｔａｎｙｅｒｉから西へ３５０ｋｍの断層が発生した．
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あ る ． し か し ， こ れ ま で に 活 動 時 期 と 震 源 断 層 の 範 囲 が 確 定 さ れ た イペ ン ト は Ａ ． Ｄ ．
１６６８の地震一つだけである（心侶ｌｌＡｓＥＹＳａｎｄＲＩヽ，ｒｘｎ，１９８８）．一方，歴史時代の地形・
地質に基づく変位速度の推定やトレンチ調査は１９８０年代後半になってようやく研究が開
始されたばかりであるＯＩＣＥＤＡｅｌｊｌ／．，１９９１：ＯＫＵ？，／ｒＵＲＡｅ£ｊｌｊ．，１９９０）．
筆者ら（奥村・吉岡・Ｋｕ５９ｕ）は，国際協力事業団による活断層調査技術移転の目的
で，１９８９年以来１９９１年までに，１９４４年・１９４２年・１９４３年の震源断層（図１）でトレンチ
発 掘 調 査 を 含 む 古 地 震 に 関 す る 地 形 ・ 地 質 の 共 同 研 究 を 続 け て き た ． 本 報 告 は ， こ の 研
究の一環として１９９２年秋にトルコ東部・エルジンジャン盆地東方で実施したトレンチ発
掘調査の概要を述べる．

２．１９９２年のエルジンジャン地震とトレンチ発掘調査の経緯
１９９２年３月１３日午後７時１８分（トルコ標準時＝ＧＭＴ＋２時間），トルコ東部・エル
ジンジャン盆地の地下２８ｋｍを震源とするマグニチュード（Ｍｓ）６．８の；１ｔｋ震が発生した．
この地震による人的被害は，エルジンジャン市（人口約８万人）を中心とする地域で死
者６５２人，負傷者約２，８００人にのぼった．これら死傷者のほとんどは建造物の崩壊による
もので，エルジンジャン市街地では，１６１棟の鉄筋コンクリートビルディングの半数以
上が崩壊あるしヽは修復不可能な被害を被った．（地震の概要と被害統計はＥｌｌｌ）ＩＸ（１９９２）
と文部省災害研究班（１９９２）にもとづく］．
世界でも有数の地震国の一つであるトルコでは，数年に１度の割合でマグニチュード
７前後の内陸直下型地震が発生しており，今回のエルジンジャン地震は地震の規模・被
害ともに特に大きいものではなかった．しかし，１９５０年代以降の地震が比較的人口密度
の低い農村地域で発生してきたのに対して，エルジンジャン地震はトルコ東部の主要都
市の一つに壊滅的な被害が集中した点，また地震防災に対する国際的な関心が高まって
いる時点で発生した点から注目を集めた．
この地震では，液状化や地盤の不等沈下にともなう地割れは確認されたが，北アナト
リア断層のトレース（図２）には地表変位は無く，地表を切る活断層としての北アナト
リア断層が再活動したものではないと考えられる．しかし，この地震をきっかけにエル
ジンジャン周辺の北アナトリア断層の活動性や，エルジンジャン盆地東方に推定されて
いた地震空白域（ＢＡｎＡ，１狸脆）についての評価が改めて重要な課題として認識される
に至った．
この地震空白域はＢＡＲＫＡ（１９９２）によって１７８４年以来活動していないと見られている．
この指摘が正しいと仮定してＯＫＵＩ，／ＩＵＲＡｅ£ｊ．（１９９０）が１９４４年震源断層のトレンチから得
た２２０～２８０年の平均再来間隔をあてはめると，１７８４年以来の経過時間は平均再来間隔の
７５～９５％に達する．エルジンジャン盆地が近い将来再びＭフクラスの大地震に襲われる
か否かは，ようやく緒についたばかりのエルジンジャン市街中心地の復興にとっても重
要な問題である．このような背景から，１９９２年の共同研究では，エルジンジャン盆地東
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調査地点周辺の地形
（等高線間隔１０心
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図 ４ １ ｀ レ ン チ の 配 置 と 周

辺 の 微 地 形 （ 等 高 線
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方の地震空白域の古地震を解明することが課題となった．

３．トレンチ調査と露頭の概要
エルジンジャン東方約３０ｋｍのサルカヤにおいて北アナトリア断層のトレンチ発掘調

査を行った（図２，３：３９・３６ｙ２１”Ｎｙ３９・５１・２３”Ｅ卜掘削地点は筈奎年地震断層の東端
とみられるＴａｎｙｅｒｉ匯ＥＴＩＮ，１９６９）のさらに東方約；３ｋｍに位置しているが，１９３９年に地
表変位が現れなかったことを確かに示す資料は存在しない．したがって，トレンチ発掘
調査では１９３９年の地震時に発掘地点では断層変位が生じなかったことをまず確認し，そ
のうえで最新活動時期がいつかを明らかにすること，加えて最新活動時期以前の地震発
生時期から再来間隔を求めることを目的とした．
調査ｊ４ｈ点はユーフラテス川右岸の支流を約１ｋｍ遡った谷底の平地で，緩やかに南へ傾

斜する扇状地の末端近くに選ばれた（図３）．断層はこの面に北側（上流側）低下，２０
～５０ｃｍの見かけ垂直変位を与ている（図４）．また，副トレンチの西側を流れるチャン
ネルには不明瞭ながら１０～１５ｍの右横ずれ変位を認めることができる．
空中写真判読と現地調査からは√断層線をはさんで北側が湿地的な環境にあって地下

水位が高いことが明らかであった．これは断層が扇状地を南へ流下する表流水・地下水
に対してダムの役割を果たしていることを示すと考えられ，断層の北側には細粒堆積物
がトラップされ，泥炭や腐植土の堆積しやすい環境が予想された．
ここに図４に示したような二つのトレンチを掘削した．主トレンチは幅８ｍ長さ１５ｍ

深さ約３ｍで，軟弱な堆積物の崩壊を防ぐために壁面の傾斜は４０～５０°とした．副トレ
ンチは最新活動時期の解明に主眼をおいて，表層だけを観察するため垂直の壁面で深さ
１．５ｍ幅１．２ｍの浅く細長い形に掘削した．
トレンチ壁面の状況を図５～７に示す．主トレンチの８ｍ付近から副トレンチの３～

４ｍ前後にかけて，明瞭な断層が現れた．断層の北側には予想どおり，成層した細粒堆
積物を主体とする地層が約２～２．５ｍの厚さで堆積していた．この堆積物は砂棟・腐植・
泥炭の薄層を多く挟んで成層しており，断層運動に伴う変形を明瞭に記録していた．ま
た砂㈱層・粘土層には多数の木片が含まれ，泥炭層・腐植土層とあわせてほぼ全層準か
ら年代測定試料を採取することができた．断層の南側には粗大な砂棟を主体とする地層
が現れた．断層をはさむ地下水位の差は，この砂棟層のマトリクスが粘土質であること，
断層に沿って粘土層が南へ引きずり上げられていることに起因している．
壁面にあらわれた断層は概ね北側低下成分をもつ高角の断層であるが，壁面ごとに地
質構造は大きく変化し，断層面が複雑な形態をもっていることを示す．主トレンチ東壁
面では上方に開く２条の断層の間に地溝状の構造がみられる．しかし，断層の間に落ち
込んだ堆積物には短縮を示す摺曲がみられ，局地的な応力が引張から圧縮に変化したこ
とを示している．主トレンチ西壁面では，断層北側の堆積物が引き伸ばされ，激しいシ
アーを受けている．正断層的な断層面に沿ってシアーが発達する構造は，横ずれに伴う
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圧縮応力が強く作用していることを示す．副トレンチでは，１ｍ余りのトレンチの空間
を挟んで断層の形態が一変する．北側が低下して泥炭や粘土・シルトが成層して堆積し
ている状況は共通するが，東壁面では１条の逆断層だけが存在するのに対して，西壁面
では垂直な主断層の南側に引張応力を示す小断層が発達している．

４．堆積物の区分と年代
主トレンチの堆積物は図５に示したような２５の堆積物ユニットに区分された．１４Ｃ年
代測定試料の採取位置を図５～７に，１４Ｃ年代値とその年輪年代を用いた補正値を表１
にまとめるとともに，補正値を各図の欄外に表示した．なお暦年は補正プログラムＣａｌｉｂ
ＥＴＨ（ＮＩＫＬＡＵＳ，１９９１）においてＳＴＩ．ＪＩＶＥＲａｎｄＰＥＡＲＳＯＮ（１９８６）の補正データを用いて計算し
た．参考のための付図として本報告で補正を行った期間におけるＳＴＩ．ＪＩＶＥＲａｎｄＰＥＡＲＳＯＮ
（１９８６）の補正曲線を報告の末尾に揚げた．
断層をはさんでのユニットの対比は，９層が連続している以外，粒度・色調の類似に
もとづいて行った．断層南側からは，２３層中の植物片から約４５００Ｂ．Ｃ．の年代が得られ
ているだけで，年代をもとに１４～２３層を対比することはできなかった．副トレンチ断層
北側の堆積物の年代はおよそ，主トレンチの２０層以上の年代と一致するが，個々のユニッ
トの対比は必ずしも明確ではないため，ここでは年代を表示するにとどめる．
主トレンチの２５の堆積物ユニットは古期湿地堆積物（２５～２２層），扇状地牒層（２１～
２０層），新規湿地堆積物（１９～３層），断層凹地堆積物（２～１層），表土（Ｓ層）に
区分できる．
古期湿地堆積物は断層南側下部に露出する砂・シルト層で，含まれる植物片から約
４５００Ｂ．ＣバＷ２２）の年代が得られた．断層北側の２０層はトレンチ底全体に露出する厚さ
５０ｃｍ以上の砂㈱層であることが確認されており，岩相の類似から断層南側の砂棟層に対
比された．この２０層は分布の状況や岩相から扇状地堆積物とみられる．２０層上面から得
られた年代（Ｗ２１，Ｎ１）は，この層準に根を下ろした樹木の表皮の年代であり，２０層堆
積後その表面に生育した木が死んだ年代を示す．この年代は１８層の土石流堆積物が扇状
地面を覆った時期を示すと推定できる．生育位置から採取されたＷ２１とＮＩから得られた
２０～１８層の年代，紀元９～１１世紀は，新期湿地堆積物の下限を与える確実な年代とみる
ことができる．
新期湿ｊｔｔ１堆積物は粘土質のマトリックスに富み淘汰の悪い㈱を含む土石流堆積物（１８，

図 ５ （ 前 頁 ） 主 ト レ ン チ 東 西 壁 面 の ロ グ． ４ ０ ～ ５ ０ ° 傾 斜 し た 壁 面 上 の 実 長 を 示 す ． 斜 線 ： 表 土 ， ７ ： 腐

植 ， 白 ： 粘 土 ・ シ ル ト ， 点 ： 砂 ， 黒 ： 泥 炭 ， ■ ： 年 代 試 料 （ 番 号 は 表 １ に 一 致 す る ） ． 年 代 値 （ 欄

外）は表１のｈｙの範囲に対応する暦年代（Ａ．Ｄ．）．

Ｆｉｇ．５Ｌｏｇｓｏｆｔｈｅｗｅｓｔａｎｄｅａｓｔｗａｌｌｓｏｆｔｈｅｍａｉｎｔｒｅｌｌｃｈ．Ｔｈｅｖｅｒｔｉｃａｌｓｃａｌｅｉｓａｓｉｔａｐｒ）ｅａｌでｄｏｎ４０-５０（ｉｅｇｒｅｅ

ｉｎｃｌｉｎｅｄｔｒｅｎｃｈｗａｌｌ．０ｂｌｉｑｕｅｌｉｎｅｓ：ｓｕｒｆａｃｅｓｏｉｌ，７：ｈｕｍｕｓ，ｂｌａｎｋ：ｃｌａｙａｎｄｓｉｌｔ，ｄｏｔｓ：ｓａｎｄ，ｓｏｌｉｄ：ｐｅａｔ，■：

ｒ㎡ｋ）（）ａｒｂｏｎｓａｍｐｌｅ（ｎｕｍｂｅｒｉｓｃｏｎｃｏｒｄａｎｔｗｉｔｈｔａｂｌｅｌｙｌ` ｈｅａｇｅｓａｘｉＨ（ｙｒａｎｇｅｏｆｃｉｌｌｅｎｄｚｙｅａｒｉｎＡ．Ｄ．

- ３ ８ -



図 ６ 主 ト レ ン チ 北 壁 面 の ロ グ． 凡 例 は 図 ５ に 同 じ ．
Ｆｉｇ．６Ｌｏｇｏｆｔｈｅｎｏｒｔｈｗａｌｌｏｆｔｈｅｍａｉｎｔｒｅｎｃｈ．Ｌ．ｅｇｅｎｄｉｓｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎｔｈｅｆｉｇｕｒｅ５．

２

１

０

２

１

０

ＳＷ Ｓレｙｌず５２７・ｙ詞３
Ｓ以２μ∂７・ｌｊ７∂

図 ７ 副 ト レ ン チ の ロ グ． 垂 直 な 壁 面 の ロ グ で ， Ｓ Ｅ 壁 面 は 実 際 の 壁 面 と は 鏡 像 の 関 係 に あ る ．

粗 い 縦 線 ： 喋 質 の 表 土 ， 密 な 縦 線 ： 未 分 解 の 泥 炭

Ｆｉｇ．７Ｌｏｇｓｏｆｔｈｅｓｕｂｔｒｅｎｃｈ．Ｔｈｅｗａｌｌｓｗｅｒｅｖｅｒｔｉｃａｌ．ＡｎｌｉｒｒｏｒｉｍａｇｅｏｆＳＥｗａｌｌｉｓｓｈｏｗｎ．Ｓｐａｒｓｅ

ｖｅｒｔｉｃａｌｌｉｎｅｓ：ｐｅｂｂｌｙｓｕｒｆａｃｅｓｏＵ，Ｄｅｎｓｅｖｅｒｔｉｃａｌｌｉｎｅｓ：ｕｎｄｉｓｓｏｌｖｅｄｐｅａｔ．

３９



表１．年輪年代補正を加えた１４Ｃ年代［ＮＩＫＬＡＳ（１９９１）においてＳ１１ＪⅣＥＲａｎｄＰＥＡＲ-ＳＯＮ（１９８６）の
補 正 デ ー タ を 用 い た ］ ． ｌ ｌ 式 料 ： ｈ ： 腐 植 土 ・ 泥 炭 ， ｇ ： 草 本 片 ， ｗ ： 木 片 ． 斜 体 太 字 ， 太 字 ， 細

字 は そ れ ぞ れ 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー （ Ａ Ｍ Ｓ ） ， テ レ ダ イ ン ア イ ソ ト ー プ
（ＡＭＳ），同（従来法）による年代を示す．統計値の詳細はｒｉ瓜ＬＡＵＳ（１９９１）を参照のこと．

Ｔａｂ．ＩＤｅｎｄｒｏｃｈｒｏｎｏｌｏｇｉｃａｌｌｙａｎｂｒａｔｅｄｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎａｌｌｅｓｕｓｉｎｇｃａ岫ｒａｔｉｏｎｄａｔａｏｆｌ；ＴＵＩＶＥＲ・ＩＩｌｄＰＥＡＲ-
ＳＯＮ（１９８６）ｉｎＮＩＫＬＡＵＳ（１９９１）．Ｍａｔｅｒｉａｌ-ｈ：ｈｕｌｎｉｃｓｏｎ，ｇ：ｇｒａｓｓ，ｗ：ｗｏｏｄ．Ｂｏｌｄｏｂｌｉｑｕｅ，ｂｏｌｄ
ｕｐｒｉｇｈｔＪｎｄｐｌａｊｎ哨）ｅｆａｃｅｉｎｓａｍｐｌｅｌａｂｅｌｓ鵬ＦｃｔｉｖｅｌｙｉｎｄｉｃａｔｅＡＭＳａｔＮａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，ＡＭＳ，
ａｎｄ（；ｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌｍｅｔｈｏｄｂｙＴｅｌｅｄｙｎｅｌｓｏｔｏｐｅｓ．１４Ｃａｇｅ：ｕｎｃｌｌｌｉｂｒａｔｅｄｒａ（蛍）ｃａｒｔ）ｏｎａｇｅｕｓｉｎｇＬｉｂｂｙ
ｈａｌｆ-ｌｉｆｅｏｆ５５６８ｙｅａｒｓ．Ｃａｌｉｂｒａｔｅｄａｇｅ：ｍｅａｎｏｆｃ２１１１ｂｒａｔｅｄａｇｅｆ￥ｏｍｔｈｅｉｎｔｅｇｒａｔｅｄｌ）ｒｏｂａｂｉｌｉｔｙｄｅｎｓｉｔｙ
ｆｏｒ３ｓｒａｎｇｅｏｆｓｔａｎｄａｒｄｄｅｖｉａｔｉｏｎｏｆｔｈｅ１４Ｃａｇｅ．ｌｎｔｅｒｓｅｃｔｉｏｎ：ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｉｏｎｏｆｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎｃｕｒｂｗｉｔｈｔｈｅ
ｍｅａｎｏｆｅａｃｈ１４Ｃａｇｅ．１ｓａｎｄ２ｓ：Ｉ〕ｏｓｓｉｂｌｅｃａｌｉｂｒａｔ❼ａｇｅｒａｎｇｅｏｆｃｏｌｌｎ（ｋｌｎｃｅｌｅｖｅｌｓ６８．２６％（１（Ｊ）ａｎｄ
９５．４４％（２（ｙ）．ｐｒｏｂ：ｓｕｍｏｆｌ）ｒｏｂａｂｉｌｉｔｙｆｏｒｅａｃｈａｇｅｒａｎｇｅ．Ｎｅｇａｔｉｖｅｎｕｍｂｅｒｓｉｎｄｉ㎝ｔｅａｇｅｓｉｎＢ．Ｃ．
Ｎｏａｄｊｕｓｔｍｅｎｔｆ（）ｒｌｌｏｎｅｘｉｓｔｅｎｔＯＢ．Ｃ．ｉｓｍａｄｅ．ＳｅｅＮⅨＬＡＵＳ（１９９１）Ｓｒｄｅｔａｉｌｓ．

ｎｕｍｂｅｒ ｕｎｌｔ ｓａｍｐｌｅｌａｂｅｌ
ｍａｔｅｒｉａｌ

１４Ｃａｇｅ

ｉｎｙＴＢ．Ｐ．

Ｃａｌｌｂｒａｔｅｄ
ａｇｅｉｎＡ．Ｄ

ｌｎｔｅｒ-

ｓｅｃｔｉｏｎ

Ａｇｅｒａｎｇｅｓｆ￥ｏｍｐｒｏｂａｂｌｌｔｙｄｅｎｓｌｔｙ
１（ｙ ｐｒｏｂ． ２（ｙ ｐｒｏｂ．

Ｓ Ｗ １ １？ 夕２£Ｚθ２ Ｗ ２０６土１５５ １７００土１４５ １６６４ １５２７-１５５８
１６３２-１８８６
１９１１-１９４３

０．０９１
０．８０７
０．１０２

１４６１-１９４４ １．０００

Ｗ １ １ 唇回奎皿 ｇ １１０士１５９ １７４６士１２９ １７０３
１７１８
１８２４
１８３３
１８７８
１９１７

１６７０-１７７１
１７９１-１９４３

０．３９８
０．６０２

１５０１-１９４∠１ １．０００

Ｗ １ １ ＴＫ９２Ｗ０１ ｈ ＜１９０
Ｗ ２ ２Ａ 夕２£ＺθＪ ｇ ２４６士２３８ １６４５土１７８ １６５２ １４７５-１７０１

１７２０-１８２３
１８４４-１８７３
１９１８-１９４３

０．５９３
０．２７０
０．０７２
０．０６５

１３０９-１３５６
１３８１-１９４５

０．０３３
０．９６７

Ｗ ２ ２Ａ ＴＫ９２Ｗ０２ ｈ ３９０士８０ １５３０士７９ １４６８ １４３７-１５２３
１５６７-１６２９

０．６１５
０．３８５

ｌｊ１０４-１６５７ １．０００

Ｗ ３ ２Ａ 夕２£Ｚθ４ ｇ ８８９土１５３ １１１１士１３４ １１６３ １０１５-１２６３ １．０００ ８１９-８４０
８ｊ５５-１３９５

０．００９
０．９９１

Ｗ ３ ２Ａ ＴＫ９２Ｗ０３ ｈ ＳＺ９０士８０ １６１４土１１２ １６３９ １４８２-１６６３ １．０００ １４３６-１６９７
１７２５-１８１９
１８５７-１８６３
１９２１-１９４５

０．８３６
０．１３９
０．００３
０．０２２

Ｓ Ｗ ２ ２？ ＴＫ９２ＳＷ０２ ｈ ７４０士８０ １２５３土７６ １２７０ １１８７-１３０５
１３６０-１３７８

０．９１２
０．０８８

１０５２-
１１２１-
１１５５-

０８５
１４０
４０１

０．０３３
０．０１９
０．９４８

Ｗ ５ ２Ｂ 夕２£Ｚ蒔 ｇ ４５０士１８２ １５１３士１７２ １４４０ １３０５-１３６０
１３７８-１６４３

０．１５２
０．８４８

１２４６-１７１０
１７１１-１８８５
１９１２-１９４４

０．８６３
０．１１７
０．０２０

Ｗ ５ ２Ｂ ＴＫ９２Ｗ０５ ｈ ３２０土８０ １５８２士９７ １５２３
１５６６
１６２９

μ８５-１６４３ １．０００ １４２９-１６７９
１７４１-１８０３
１９３７-１９４３

０．９２８
０．０６９
０．００５

Ｓ Ｗ ３ ２？ ＴＫ９２ＳＷ０３ ｈ ９６０士８０ １０８２士８０ １０３０ １００５-１１６４ １．０００ ９０１-９１７
９４５-１２３７

０．０１５
０．９８５

ＳＥ５ ２？ 夕２ＥＺ∂ｊ Ｗ ５９３士１２２ １３６０士９２ １３２１
１３４２
１３９１

１２７９-１４２９ １．０００ １１７５-１５２３
１５６８-１６２８

０．９６７
０．０３３

４０



Ｗ ６ ２Ｃ 夕２£Ｚ∂７ ｇ ５２６土１４８ １４２９土１３４ １４１１ １２７８-１５１１
１６１０-１６１１

０．９９５
０．００５

１１７２-１６７１
１７６９-１７９４

０．９９２
０．００８

Ｗ ６ ２Ｃ ＴＫ９２Ｗ０６ ｈ ６３０士８０ １３４０士４８ １３００
１３６５
１３７４

１２８４-１３２５
１３３７-１３９３

０．４２３
０．５７７

１２５６-１４３３ １．０００

Ｓ Ｗ ４ ２？ ＴＫ９２ＳＷ０４ ｈ Ｓ？４０土８０ １０９９土７５ １０３９ １０１５-１１７３ １．０００ ９６５-１２５５ １．０００
Ｅ Ｉ ４ 夕２£Ｚθ∂ ｇ Ｆａｌｌｅｄ
Ｅ Ｉ ４ ＴＫ９２Ｅ０１ ｈ ９３０土８０ １１０６土７４ １０４３

１１０５
１１１２
１１５０

１０２０-１１７３ １．０００ ９７７-１２５６ １．０００

Ｗ ７ ７ 夕２£Ｚ∂夕 ｇ Ｆａｉｌｅｄ
Ｗ ７ ７ ＴＫ９２Ｗ０７ ｈ ７３０士８０ １；！６５士７５ １２７２ １２１１-１３１１

１３５３-１３８４
０．９３２
０．１３８

１（Ｍ５３-１０８１
１１２３-１１３８
１１５６-１４０５

０．０２２
０．０１３
０．９６５

Ｅ ２ ７ ＴＫ９２Ｅ０２ ｈ １０９０土８０ ９２８土８８ ９６８ ８６５-１０２０ １．０００ ７１９-７４１
７５９-１０５２
１０８２-１１２３
１１３８-１１５５

０．０１３
０．９４９
０．０２６
０．０１１

Ｅ１６ ９ 夕２£Ｚｊ∂ Ｗ ７９８士１４３ １１８５士１１８ １２４６ １０４３-１１０７
１１１２-１２８７

０．２３３
０．７６７

９７３-１４１７ １．０００

Ｅ ８ １０ 夕２£Ｚｊｊ ｈ １１７８土１４４ １１２３土１２４ １１６７ １０２６-１２５９ １．０００ ８８２-１３２７
１３３４-１３９４

０．９６４
０．０３６

Ｗ１０ １１ ＴＫ９２Ｗ１０ Ｗ ８６０士８０ １１４９土７２ １１８２ １０４８-１０９１
１１１９-１１４３
１１５３-１２４５

０．２５２
０．１４３
０．６０４

１０２３-１２７１ １．０００

Ｅ ５ １１ ＴＫ９２Ｅ５ Ｗ Ｆａｉｌｅｄ
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１４，９層）とチャンネル堆積物（１２，１０，８層）に加えて静穏な環境を示す１尼炭層（１９，
１６，７，５層），粘土層（１３，１１層），砂層（１５層）から構成される．６層は暗渠とみ
られる人工の石組みで，この直下の７層からは水差しの取手とみられる土器片も出土し
た．新期湿地堆積物下部の２０～１２層の年代は紀元８世紀～１２世紀の範囲でばらつきが大
きく，逆転する年代もあるが，逆転して古い年代を示すもの一部は，２０層またはそれ以
下の層準から再堆積したとみられる木片の年代である．新期湿地堆積物上部の１１～３層
の年代は紀元１１～１４世紀のほぼ一致した年代を示す．
断層凹地堆積物は主トレンチ西壁面に限って現れる堆積物で，先に述べたような不規
則な形態をもつ断層面に由来する局地的な応力場による沈降の結果生じた凹地を満たす
ｉｌｉ１炭・腐植質び）軟弱な堆積物である．黒色で腐植に富む堆積物（１層基底・２Ａ層下部・
２Ｂ層下部）とそれを覆う褐色の腐植質泥層が交互に堆積している．２Ｃ層から上の年
代は，Ｗ３凶２ＥＺ０４）だけが著しく古いこと，および補正の結果暦年代の幅が広くなっ
ていることをのぞくと，２Ｃ層：１４～１５世紀，２Ｂ層：１３～１７世紀，２Ａ層：１６世紀以
降でほぼ整合的である．

５．地震イベントの認定
狭い断層帯に複数のイベントが重なり合って記録されているため個々のイベントによ
る変形構造の分離は容易ではない．しかし泥炭～強腐植層の間数的な堆積と傾斜（西壁
面：ＩＡ，２Ａ，：！Ｂ，２Ｃ），液状化（１０-１３層），開口割れ目の形成と変形（Ｗ７．６-２．８付近），
プリズム層（Ｗ８．２-１．５付近），構造の不調和などに着目して少なくとも５回のイペント
を識別することができる．
西壁面（図５，ｗ’７血１-２．８ｍ付近）に上部が横倒しになり，断層で切られた割れ目が
；存在する．この割れ目は地震によって地表に開口して粘土で埋められた後に，曲げられ，
断層で切られている．この割れ目を切った断層は最新のイベントでは動かずその右側を
並行する断層が地表まで達して表土層を切っている（Ｗ７，７ｍ，地表）．このことから，
この割れ目によって切られている９層堆積後，（１）割れ目を作ったイベント，（２）それを
曲げたイベント，（３）それを切ったイベント，そして（４）地表を切った最新イベントの最
大限４つのイベントを推定することができる．（３）と（４）は同時に起こった可能性もある
が，それ以外はおそらく別個のイベントを示すものと考えられる．
これらのイベントの発生時期を直接示す「切った・被われた」の関係を壁面から見い

だすことはできないが，２Ｂ層・２Ａ層・１層にみられる黒色泥炭～強腐植層の間歌的
な堆積と累積的な傾斜の増加をイベントと関連づけて解釈できる可能性がある．すなわ
ち，これらの黒色泥炭～強腐植層は褐色の腐植質シルト層に比べて無機物の供給が少な
い湛水域で形成されたとみられる．その堆積が間数的であることは，断層付近の凹地が
地震によって急激に低下し湛水するような状況が想定できる．この湛水した凹地の底に
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一時的に黒色泥炭～強腐植層が堆積した後褐色の腐植質シルトやチャンネル堆積物で凹

地が埋められることが，地震の度に繰り返されてきたとみると，この堆積と変形の状況
を説明することができる．この推論に基づき，間接的な証拠からではあるが，２Ａ層堆
積後／１層堆積前，２Ｂ層堆積後／２Ａ層堆積前，２Ｃ層堆積後／２Ｂ層堆積前の３っ
の時期にイベントが推定される．この３つのイペントは変形した割れ目から推定される
３～４個のイベントに対応すると考えられる．この３つのイベントを上位のものから順
にＡ，Ｂ，Ｃイベントと呼ぶ．９層から２Ｃ層にかけての層準には明確なイベントの証
拠を見いだすことができない．
Ｄイベント：１０層の薄・ハ砂㈱層は，西壁面で波打つような激しい変形を受けているが，
これは液状化による変形とみられる．粘土層をはさんで１０層の上位にある９層下部の砂
㈱層にはこのような波状の変形は認められない．このことから，１０層の液状化は９層最
下部の時期に発生した地震によって引き起こされたが明らかである．この地震が発掘地
点の断層ではなく，断層の別の部分で発生した可能性を全面的に否定することはできな
いが，１０層の受けている激しい変形と，サンドダイク状の構造を伴うことからみて，こ
の地点で断層が活動した可能性が高いと考えられる．
Ｅイベント：東壁面の断層帯で１４層と１６層の間には粗大な㈱が挟まれている．この牒
はチャンネル堆積物のようなマトリックスを持っておらず，断層南側の扇状地裸層が断
層帯の中へ崩落した外観を呈する．この棟は地震に伴う低断層崖の成長と崩壊に対応し，
イベントの時期を示している．西壁面の１５層は，淘汰の良い中粒砂が断層近くで厚さを
増すように堆積しており，堆積前に断層付近が低下するような変形があったことを示す．
従ってこのイベントの時期は１６層堆積後，１５層堆積以前と推定される．

６．イベントの発生時期
各堆積物ユニットの年代・層序とＡ～Ｅイペントの層準・推定年代を図８に示した．
なお，これらの年代値には１３Ｃ／１２Ｃ比にもとづく補正を加えていないので，暫定的な
値である．また，図８および以下の議論は予察的なものであることを断っておく．
イベントＡ：１５世紀以降１９４３年以前である．イペントＡ発生時期の上限を示すＷ１（

９２Ｅｚ０１）の年代値から見て，１層の堆積期が１９３９年以降である可ｉｌｉｌ２性はきわめて低いと
いえる．Ｗ１（９２ＥＺ０１）とＷ２（９２ＥＺ０３）の年代値の確率分布（表１）からみて，イ
ベントＡが１８世紀に発生した可１１１１１性は高く，１３ＡＲＫＡ（１９９２）の指摘した１７８４年の地震に対
比が可能である．
イベントＢ以下の地震の年代は，イベントＢが１６～１７世紀，イベントＣが１４～１６世紀，
イベントＤが１１～１２世紀，イペントＥが９～１０世紀頃と推定できる．平均地震再来間隔
は２００～２５０年の範囲である．
今後追加の年代測定や，１３Ｃ／１２Ｃ比にもとづく補正，層序の情報を加味した年代値
の再検討（ＢＩハＳｌａｎｄＷＥＬＩ）０５Ｊ，１９９４ｉｎｐｒｅｓｓ）を行って各イベントの時期をより精密に決
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図 ８ 各 イ ベ ン ト の 層 位 と 年 代 を 示 す ダ イ ア グ ラ ム （ 予 察 図 ）
Ｆｉｇ．８Ｐｒｅｌｉｍｉｎａ叩ｓｃｈｅｍａｔｉｃｄｉａｌ；ｒａｍａｎｄｔｈｅｈｏｒｉｚｏｎａｎｄａｇｅｏｆｅａｒｔｈｑｕａｋｅｅｖｅｎｔｓ．

定する必要がある．この時点では，予察的なイベントの年代から次の点を指摘すること
ができる．
１．エルジンジャン東方の北アナトリア断層は１９３９年，１９９２年には活動していない可

能性が高い．最新の活動時期はＢＡＲＫＡ（１９９２）の指摘したように，１７８４年の地震に対比が
されるものとみられる．
２．したがって，エルジンジャン東方の北アナトリア断層を地震空白域とみなすこと

ができる．１７８４年に最新イベントが起こったとすると，その後の経過時間は２１０年で，
トレンチから推定された平均地震再来間隔２００～２５０年の８４～１０５％に相当する．このこ
とは，北アナトリア断層のこのセグメントを震源とする地震が近い将来発生する可能性
を示唆する．
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３．このトレンチから求められた平均再来間隔は，１９４４年震源断層から求められた平
均再来間隔２２０～２８０年（吉岡ほか，１９９１）よりも幾分短い．また，個々の地震の発生時
期も必ずしも一致しない．このことは，今世紀半ばに断層が東から西へ一連の地震で破
壊したことが，偶然の一致であるかまたは１９３９年の震源断層より西の北アナトリア断層
に限って発生するかいずれかであることを示している．
これらの仮説と問題点の検証のため，各イベントの発生時期の特定をすすめるととも
に，まだ古地震の情報の得られていない１９３９年（１９９３年１０月にトレンチを掘削した），
１９４３年地震断層の過去の地震発生時期を解明することが必要である．
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１ＫＥＤＡ，Ｙ・，ＳＵｚＵＫＩ，Ｙ・，ＨＥＲＥＣＥ，Ｅ・，ＳＡＲＯＧＬＵ，Ｆ・，ｌｓＩＫＡＲＡ，Ａ．Ｍ・，ａｎｄＨＯＮＫＵＲＡ，Ｙ．（１９９１）：

ＧｅｏｌｏｇｉｃａｌｅｖｉｄｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅｌａｓｔｔｗｏｆａｕｌｔｉｎｇｅｖｅｎｔｓｏｎｔｈｅＮｏｒｔｈＡｎａｔｏｎａｎねｕｌｔｚｏｎｅｉｎｔｈｅ

Ｍｕｄｕｍｕｖａｌｌｅｙ，ｗｅｓｔｅｒ１１Ｔｕｒｋｅｙ．Ｔｅｃｔｏｎｏｐｈｙｓｉｃｓ，１９３，３３５-３４５

ＫＥＴＩＮ，Ｉ．（１９６９）：ＵｂｅｒｄｉｅｎｏｒｄａｎａｔｏｌｉｓｃｈｅＨｏｒｉｚｏｎｔａｌｖｅｒｓｃｈｉｅｂｕｎｇ，ＢｕｎＡ１１ｎｅｒａｌＲｅｓＪｘｐｌｏｒ．

ｌｎｓｔ，Ｔｕｆｋｅｙ，７２，１’２８．

文 部 省 災 害 研 究 班 （ １ ９ ９ ２ ） ： １ ９ ９ ２ 年 ト ル コ ・ エ ル ジ ン ジ ャ ン 地 震 一 地 域 地 震 活 動 と 土
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木 ・ 建 築 構 造 物 の 被 害 お よ び 緊 急 対 応 - ， （ 財 ） 各 務 記 念 財 団 ， ８ ５ ｐ ．

Ｎ１１１（万１万ｊＡＵｓ，Ｔ，ＲＩＩ（１１５）１９１）：ＣａｎｂＥＴ｝｛ｖｅｒｓｉｏｎｌｊｌ，ＥＴＨ，ＺＩＵｒｌｉｃｈ，２１ｄｉｓｋｅｔｔｓｌａｎｄ１１５１ｐ．

０ＫＵＭＵＲＡ，Ｋ・，ＹＯＳＨＩＯＫＡ，Ｔ・，ＫＵＳＣＵ，Ｉ・，ＫＡＹＡＩ` ｉＮＥ，Ｈ，ａｎｄＳで。ＪｚＵＫＩ，Ｙ．（１９９０）：Ａｃｔｉｖｉｔｙｏｆｔｈｅ

ｒ・Ｊｏｒｔｈａｎａｔｏｎａｎｆａｕｌｔｄｕｒｉｎｇｔｈｅｓｅｔｗｏｎｌｍｅｎｎｉａｏｎｔｈｅｍｒｆａｃｅｆａｕｌｔｓｏｆ１９４４㎝ｒｔｈｑｕａｋｅ

ｂａｓｅｄｏｎｔｒｅｎｃｈｉｎｇａｎｄｍｋ；ｒ（）ｔｏｐｏｇｒａｐｌｌｋｌ；ｔｕｄｉｅｓ．ＥＯＳ，７１，１５６０．

１；’Ｉ’ＵｌｖＥＲ，Ｍ．ａｎｄＰＥＡＲＳＯＮ，（：；．Ｗ．（１９８６）Ｈｉｇｈ-ｐｒｅｃｉｓｉｏｎｃａｌｉｂｎｌｔｉｏｎｏｆｔｈｅｒＥｌｄｉｏｃａｒｂｏｎｔｉｍｅ

ｓｃａｌｅ，ＡＤ１９ｊ５０-５００ＢＣｊｌａｄｋ）ｃａｒｂｏｎ菊昌８０５-８３８．

吉岡敏和・奥村晃史・ＫＵＳＣＵ，Ｌ（四９１）：北アナトリア断層西部における過去２０００年間
の地震再来周期と変位速度。地震学会講演予稿集，１９９１ - １ ，８０．

１４ＣａｇｅＢ，Ｐ．

１ ０ ０ ０ ８ ０ ０ ６ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ０ ０ ０

（ ９ ５ ０ ） （ １ １ ５ ０ ） （ １ ３ ５ ０ ） （ １ ５ ５ ０ ） （ １ ７ ５ ０ ） （ １ ９ ５ ０ ）

ＣａｌｅｎｄａｒＹｅａｒＢ．Ｐ．

（ＣａｌｅｎｄＥ！「ＹｅａｒＡ．Ｄ．」

付図８００Ａ．Ｄ，から現在までの年輪年代を用いた補正曲線．ＳＴＵＩＶＥＲａｎｄＰＥＡＲＳＯＮ（１９８６）の

データをもとにＮＩＫＬＡＵＳ（１９９１）で作図したものに加筆した．図中の曲線は平均値を

示 す 実 線 と ， 標 準 試 料 分 析 時 の 統 計 誤 差 を 示 す ２ 本 の 破 線 か ら 構 成 さ れ て い る ． 左 上

がりの点線は１４Ｃ濃度が一定の場合（１４Ｃ年代と暦年が等しい）を示す．例としてＥ１６

（９２ＥＺ皿７９旺１４３１４ＣｙｒＢ．Ｐ．）の暦年を示す．
ＰｌａｔｅＲａｄｉｏｃａｒｂｏｎａｇｅ（；ａｌｉｂｒａｔｉｏｎｃｕｒｖｅ，８００Ａ．Ｄ．ｔｏ１９５０Ａ．Ｄ．０ｒｉｇｉｎａｌｄａｔａｐｒｅｐａｒｅｄｂｙ

Ｓ１１ＪＩＶＥＲａｎｄＰＥＡＲＳＯＮ（１９８６）ａｒｅｐｌｏｔｔｅｄｕｓｉｎｇＮＩＫＬＡＵＳ（１９９１）．Ｌａｂｅｌｓａｎｄｌｉｎｅｓａｒｅ

ｍｏｄｉｆｉｅｄｂｙｔｈｅａｕｔｈｏｒ．Ｔｈｅｃｕｒｖａｏｎｓｉｓｔｓｏｆａｖｅｒａｇｅ（ｓｏｌｉｄｌｉｎｅ）ａｎｄｂｒｏｋｅｎｌｉｎｅｓａｂｏｖｅａｎｄ

ｂｅｌｏｗｓｈｏｗｉｎｇｔｌｌｅｅｒｒｏｒｒａｎｇｅｏｆｔｈｅｏ向ｉｎａｌａｎｉｌｌｙｓｅｓ．Ｄｏｔｔｅｄｏｂｌｉｑｔｌｅｌｉｎｅｉｎｄｉ（；ａｔｅｓｔｈｅｉｄｅａｌ

（沁ｎｄｉｔｉｏｎｏｆｃｏｎｓｔａｎｔｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｔｈｒｏｕｌｌｈｔｉｍｅ．Ｃ・１ｎｂｒａｔｉｏｎｏｆＥ１６（９２ＥＺ１０，

７９別＝１４３１４ＣｙｒＢ．Ｐ．）ｉｓ吻ｏｗｎａｓａｎｅｘａｍｐｌｅ．
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ＲｅｃｅｎｔＳｕｒｆａｃｅＦａｕｌｔｉｎｇｏｎｔｈｅＮＯｒｔｈＡｎａｔｏｌｉａｎＦａｕｌｔ
ＥａｓｔｏｆＥｒ’ｚｉｎｃａｎＢａｓｉｎ，Ｔｕｒｋｅｙ一一ａＴｒｅｒ` ｌｃｈｉｎｇＳｕｒｖｅｙ

ＫＯＪＩＯＫＵＭＵＲＡａｎｄＴＯＳＩ-ＩＩＫＡＺＵＹＯＳＨＩＯＫＡ
Ｇ❼φ❼Ｓ１４ｒｚ７伺／が岬朋，７’ｓ融ｚ４１・・７，岬朋・呵ｆ（）始９万・即卵

ＩＳＭＡＩＬＫＵＳ（；Ｕ

７❼嶮Ｚ？１姐函£）ｚ７加ｊ；りＶｍ４ＧＥ❹Ｍｚｉｒｌ❹が，ルｌｂｒα，Ｔｕ飛弓／
ＴＯＳＨＩＯＮＡＫＡＭＵＲＡ

Ｄ討加ｇα❹Ｍ❹どｒ❶ｓＲと？ｓａｚｒ油Ｃ四ｈ？ｒ・Ｎαｇ（７ｙαＵ❹ひＥｒｓｆり／，Ｎ昭円／α，７叩朋

ＹＡＳＵＨＩＲＯＳＵＺＵＫＩ
出面ＰΓφｃｌｚ４❹Ｕｒｚｆｚ７ε❹４／，Ｎ昭卯α，７叩朋

ｙｘｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅ１９９２Ｅｒｚｉｎｃａｎｅａｌｒｔｈ（ｌｕａｌ（ｅ（１９９２．３．１３，Ｍｓ＝６．８）ｄｉｄｎｏｔｌ；ｅｎｅｒａｔｅａｎｙ
ｔｅｄｏｎｉｃｌ；ｕｒｆａｃｅｒｕＰｔｕｒｅ，ｉｔｒａｉｓｅｄｑｕｅｓｔｉｏｎｓａｂｏｕｔｔｈｅｐａｌｅｏｓｅｉｓｍｏｌｏｇｙｏｆｔｈｅＮｏｒｔｈ
ＡｎａｔｏｌｉａｎｆａｕｌｔｉｎａｎｄａｒｏｕｎｄｔｈｅＥｒｚｉｎｃａｎＢａｓｉｎ．Ｄｕｒｉｎｇｔｈｅ１９３９Ｅｒｚｉｎｃａｎ
ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ（１９３９．１２．゙ ２６，Ｍ，３＝７．８），ｔｈｅｆａｕｌｔｒｕＰｔｕｒｅｄｉｄｎｏｔｒｅａｃｈｆｕｒｔｈｅｒｅａｓｔｔｈａｎｔｈｅ
ＩＥｒｚｉｎｃａｎＢａｓｉｎ．Ｒｅｃｅｎｔｓｔｕｄｙｉｎｔｏｈ祐ｔｏｒｉｃｌｒｅｃｏｒｄｓｉｎｄｉｃ４ｅｓａ７５ｋｍｌｏｎｇｓｅｇｍｅｎｔ
ｅａｓｔｏｆｔｈｅｂａｓｉｎｈａｓｂｅｅｎｑｕｉｅｔｓｉｎｃｅ１７８４Ａ．Ｄ．ｌｎｏｒｄｅｒｔｏｅｖａｌｕａｔｅｔｈｅｓｕＰＰｏｓｉｔｉｏｎ
ａｎｄｅａｒｔｈｑｕａｋｅＰｏｔｅｎｔｉａｌｏｆｔｈｅａｒｅａａｎｄｔｏｌｒｅｖｅａｌｔｈｅｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｆａｕｌｔｉｎ
ｔｉｍｅａｎｄｓＰａｃｅ，ｗｅｅｘｃａｖａｔｅｄｔｗｏｔｌ｀ｅｎｃｈｅｓｎｅａｒｔｈｅｗｅｓｔｅｍｅｎｄｏｆｔｈｅ㎞ＩＦｅｒｒｅｄ
ｓｅｉｓｍｉｃｇａＰａＰｐｒｏｘｉｍａｔｅｌｙ３０ｋｍｅａｓｔｏｆＥｒｚｉｎｃａｎｄｔｙ．Ａｔｔｈｅｔｒｅｎｃｈｌ；ｉｔｅ，ｔｈｅｆａｕｌｔ
（ＪＩ：）１ａｃｅｓａｎａｌｌｕｖｉａｌｆａｎｓｕｌｒｆａｃｅｔｏｄａｍｕＰｆｉｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｗｉｔｈｕＰｒ）ｅｒ゙ ’ｒｅａｃｈｆａｄｎｇ
ｆａｕｌｔＫＥＩｒＰｌｅｔ．Ａ３ｍｅｔｅｒｄｅｅＰｔｒｅｎｃｈａｎｄａｎｏｔｈｅｒ１．５ｍｅｔｅｒｄｅｅＰｔｒｅｎｃｈｅｘＰｏｓｅｄ
ｓｅｑｕｅｎｃｅｏｆｓｔｒａｔｉｆｉｅｄｆｉｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｓｅａｂｏｕｔ１２００ｙｅａｒｓ．Ｗｅｉｄｅｎｔｉｆｉｅｄｆｉ゙ ｅ
ｈｏｒｉｚｏｎｓｏｆ（２ｏｓｅｉｓｍｉｃｄｅｆｏｒｍａｔｉｏｎｉｎｄｉｃａｔｅｄｂｙｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌｔｉｌｔｏｆＰｅａｔｌａｙｅｒｓ，
（ｉｅｆｏｒｍｅｄｆｉｌ；ｓｕｒｅ，ａｎｄＰａｌｅｏｌｉｑｕｅｆａｃｔｉｏｎ．ＴｈｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓａＰＰｅａｒｅｄｉｎｔｈｅｔｒｅｎｃｈｂｏｒｅ

ａｎｕｍｂｅｒｏｆｄａｔａｂｌｅｍａｔｅｒｉａｌｉｎａｌｍｏｓｔａｌｌｈｏｒｉｚｏｎｓ．３０ｓａｍＰｌｅｓａｌｎｏｎｇａ１１５０
ｓａｍｐｌｅｓ（：（）１１ｅｃｔｅｄｗｅｒｅｓｕｂｍｉｔｔｅｄｔｏｒａ（ｌｉ（）ｃａｒｂｏｎｄａｔｉｎｇ，ｉｎｄｕｄｉｎｇ１７ＡＭＳｄａｔｉｎｇ・
Ｏｕｒｌ）ｒｅｌｉｍｉｎａｒｙｅｓｔｉｍａｔｉｏｎｏｆｔｈｅａｇｅｏｆｔｈｅｌａｓｔｅ゙ ｅｎｔｉｓ１７ｔｏ１９ｃ・Ａ．Ｄ．ｃｏｎｉｓｔｅｎｔ
ｗｉｔｈｔｈｅＰｏｓｓｉｂｌｅ１７８４Ａ．Ｄ．ＩＥ１１；１：ｅｖｅｎｔ．Ａｖｅ聊啓ｅｒｅｃｕｒｒｅｎｃｅｔｉｍｅｉｓｅｓｔｉｍａｔｅｄａｓ２００ｔｏ
２５０ｙｅａｒｓ．Ｔｈｅ１９３９ｓｕｒｆａｃｅｒｕＰｔｕｒｅｌ）１ｒｏｂａｂｌｙｄｉｄｎｏｔｒｅａｃｈｔｈｅｔｒｅｎｃｈｓｉｔｅ・Ｔｈｅａｇｅｏｆ
ｅａｃｈｅｖｅｎｔｄｏｅｓｎｏｔａｇｒｅｅｗｉｔｈｔｈｅａｇｅｅｓｔｉｍａｔｅｓｏｆｅｖｅｎｔｓｏｎｔｈｅ１９４４ｓｅｇｍｅｎｔ，
ｗｈｅｒｅ８ｅｖｅｎｔｓｗｅｒｅｄａｔｅｄｓｉｎｃｅＯＡ．Ｄ．Ｔｈｅｒｅｍｉｇｈｔｈａｖｅｂｅｅｎｏｎｅｎｌｏｒｅｅｖｅｎｔｏｎ

ｔｈｉｓｓｅｇｍｅｎｔｔｈａｎ１９４４ｓｅｇｍｅｎｔｄｕｒｉｎｇｔｈｅｌａｓｔｍｉｌｌｅｎｎｉｕｍ，ｗｈｉｃｈｉｎｄｉｃａｔｅｓｅｉｔｈｅｒ
（）ｖｅｒｌａＰＰｉｎｇｏｆｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｒｕＰｔｕｒｅｓｏｎｔｈｅｔｗｏｓｅｇｍｅｎｔｓｏｒｈｉｇｈｅｒａｃｔｉｖｉｔｙｉｎｔｈｅ
ｅａｓｔｅｍＰａｒｔｏｆｔｈｅＮｏｒｔｈＡｎａｔｏｌｉａｎｆａｕｌｔｔｈａｎｔｈｅｗｅｓｔｅｒｎＰａｒｔ．Ｐａｌｅｏｓｅｉｓｍｏｌｏｇｉｃａｌ

ｄａｔａｍｉｇｈｔｓｕｇｇｅｌ；ｔｔｈａｔｔｈｅｅＰｋｅｎｔｒａｌｍ否賜ｔｉｏｎｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｔｈｉｓｃｅｎｔｕｒｙｈａｄｎｏｔ
ｂｅｅｎｒｅＰｅａｔｅｄｉｔｓｅｌｆａｎｄｒｅｃｕｒｒｅｎｃｅｔｉｍｅｍｉｇｈｔｂｅｄｉｆｆｅｒｅｎｔｆｒｏｍｓｅｇｍｅｎｔｔｏｓｅｇｍｅｎｔ．
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関連発表リスト（著者・発表順）

奥村晃史・吉岡敏和・Ｉ．Ｋｕｇｕ（１９９３）北アナトリア断層のトレンチ調査-エルジンジャ
ン東方サルカヤ）一地球惑星科学関連学会１９９３年合同大会予稿集，ｐ．２６９．

奥村晃史・吉岡敏和・Ｉ．Ｋｕｇｕ（１９９３）北アナトリア断層のトレンチ調査（エルジンジャ
ン東方サルカヤ），日本地理学会予稿集，４３，１ｙ１８６-１８７．

Ｋ。０ｋｕｍｕｒａ，Ｔ．Ｙｏｓｈｉｏｋａ，Ｉ．Ｋｕｓｃｕ，Ｔ．１｀ゝＪａｋａｍｕｒａ，ａｎｄＹ．Ｓｕｚｕｋｉ（１９９３）ＲｅｃｅｎｔＳｕｒｆａｃｅ

ＦａｕｌｔｉｎｇＡｌｏｎｇｔｈｅＮｏｒｔｈＡｎａｔｏｌｉａｎＦａｕｌｔＥａｓｔｏｆＥｒｚｉｎｃａｎＢａｓｉｎ，Ｔｕｒｋｅｙ-ａＴｒｅｎｃｈｉｎｇ

Ｓｕｒｖｅｙ．ＥＯＳ，Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ，ＡｍｅｒｉｃａｎＧｅｏｐｈｙｓｉｃａｌｕｎｉｏｎ，ｖｏｌ．７４，ｎ０．４３，ｐ．５４５．
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